
子育て占星術本講座

２０２４年１０月１８日



 第12回 子育て占星術内容
★今回のテーマ★ 第1２回 １０月１８日

本講座のまとめ
ステージ理論と星の活用術
自分が一番輝ける星は〇〇星座

※本日メイン講座の最終日



今回の目的

これまでの本講座で話したことを振り返る
一番大事なところだけをおさえておく
クロスケの種類を知っておく
オリジナルになっていく
〇〇星座を発揮することでフロー状態になっていく為の方法を知る
３次元的視点ではなく５次元的視点で生きる



子育てとステージの理解

子育てにおいて大人がこのステージ理論を知っておくことは重要！

特に子供のステージであるステージ１と２と３の部分

子育てをする際にはこのステージの階層を理解して

子供にちゃんと欠落なくその時期に必要なことを満たしていく



ステージ１
～

ステージ３
子供の時期 ステージ１ 本能

ステージ2 感性

ステージ３ 思考

ステージ４ 調和

ステージ５ 自立

ステージ６ 自省

ステージ７ 超越

ステージ８ 覚醒

ステージ４
～

ステージ６
成人のステージ

（大人）

人間として完成されたステージ

人間離れしたステ―ジ
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ステージ１ 赤ちゃん

ステージ2 幼児期

ステージ３ 思春期

ステージ４ 社会期

ステージ５ 自立期

ステージ６ 自己観察期
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ステージ１ 赤ちゃん

ステージ2 幼児期

ステージ３ 思春期

ステージ４ 社会期

ステージ５ 自立期

ステージ６ 自己観察期

ステージ７ メタ発動期

ステージ８ 覚醒期





敏感で傷つきやすい
他人の言葉や態度に敏感。常に自分がどう思われているかが気になる。
解釈がネガティブで他人から嫌われたと思いやすい。
他人を責める。自分を責める。ネガティブ感情を長く引きずる。

劣等感
他人と比較して自分は劣っていると思い込み落ち込む。

こんなことありませんか？



全か無思考（二元論思考）
好きか嫌いか、敵か味方か、否定されると敵認定し
ネガティブな感情が生まれる。他人を信頼できない。

人間関係の距離がわからない
嫌われないように気を遣いすぎる。
甘えることができないので意固地になりがち。
パートナーや我が子を常に自分の枠に入れたがる。束縛する。

こんなことありませんか？



自信がない
自分で判断し自分で決断できない。他人の意見に従うので何も満足できない。
自分を責める。自己肯定感が低い。
自分なんかいない方がいいと考える。身を守る武器や鎧が欲しい。
（ステータス、ポジションなど）

感情を表せない
平和主義で良い人に見られるが、言いたいことを言わないで溜め込んで
一気に噴き出す。
（突然の退職、絶縁など）

こんなことありませんか？



他人に頼れない
自分だけで抱え込んで何とかしようとする。
責任感が強い頑張り屋に見られるが、本人は辛い。

他人に何かをしてあげたくなる
他人の世話をやいて主導権を握ろうとする
何かをしてあげる立場、ポジションが心地いい
献身的な人と見られるがマウンティングやポジショニングの要素がある。

こんなことありませんか？



本音が言えない
本音を言わないので、自分を理解してくれる人がいない。
強い孤独を感じる。

こんなことありませんか？



世の中のある支配層に無意識のうちに刷り込まれている！
心理誘導されているからなんです！

クロスケ！
自分の中にあるクロスケを見つけ出して脱していくこと
クロスケで生きるのではなくオリジナルで生きる！

洗脳（心理誘導）されている！



潜在意識に潜むエゴ
通称クロスケ！
様々なクロスケがいる
クロスケを消滅させることはできない
クロスケを浄化させる



世の中のある支配層に無意識のうちに刷り込まれている！
心理誘導されているからなんです！

クロスケ！
自分の中にあるクロスケを見つけ出して脱していくこと
クロスケで生きるのではなくオリジナルで生きる！

洗脳（心理誘導）されている！



承認欲求クロスケ
支配欲求クロスケ
従業員マインドクロスケ
第一子症候群クロスケ
上から依存クロスケ
下から依存クロスケ

どんなクロスケがいるか・・・？
知ってる星人クロスケ
優等生クロスケ
現状維持バイアスクロスケ
正義感クロスケ
権威に弱いクロスケ
自己正当化クロスケ



□SNSで「いいね」が気になる
□ステータス目的でブランド物が欲しくなる
□自分の貢献をアピールしたくなる
□自分の意見に同意してくれないと不安
□お願いされると断れない

クロスケチェックシート１



□自分の思い通りに人を動かしたい
□人が思い通りに動かないとイライラする
□自分の意見に同意するように説得、誘導したくなる
□意見が割れた時「自分が正しい」「相手が間違っている」と思う
□束縛したい、パートナーのスケジュールを把握・管理しておきたい

クロスケチェックシート２



□何をしたら良いか指示してほしい
□自分で決めて行動するのは不安
□楽したい、責任をとりたくない
□会社の上司、経営者に対して「我儘」「理不尽」と感じる
□仕事してるフリをして残業で給料を増やす

クロスケチェックシート３



□長男・長女である
□「失敗しないように」親に大事にされてきた
□ついマントを取ってしまう
□まわりに人を「情報弱者だな」と思う
□プライドが高くて失敗が怖い

クロスケチェックシート４



□騙されたこと、詐欺にあったことがある
□つい「疲れた」と言ってしまう
□政治家に腹が立つ
□利他・ボランティアが好き（貢献している自分が好き）
□「それ知ってる」と思うが実践できてはいない
□以前ほど「我慢」できなくなってきた
□他人からよく思われたい
□悪く思われたくない
□孤独は嫌だ

クロスケチェックシート５
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クロスケを浄化して手放してオリジナルを発揮していく
Discordのグループに送ります
動画・音声ページの説明
子供のクロスケをどう手放していくか
自分自身のクロスケをどう手放していくか
実践とアウトプットをしてみてくださいね
１ヶ月に１回リアルタイムで講座開催（仮ですが第４金曜日）

オンライン講座形式



ハ虫類脳

０歳 １８歳

①

４歳 10歳

②

③

ホ乳類脳

人間脳



ステージ１
ステージ１は赤ちゃんのステージ
肉体と 五感覚が優れている
赤ちゃんの時は特に『聴覚』と『視覚』の２つが優れている
 この時に大事なことは、なるべく早く歩かせないこと
赤ちゃんのハイハイの動きは爬虫類の動かし方
とにかく邪魔しないで体を動かさせることが大事

ハ虫類脳を育てることによって肉体と五感覚がものすごく養われる



ステージ１で一番大事なこと
ママのメンタルが大事
ママがいかにハッピーでいられているかが大事
パパはママのフォローをする
もちろんパパもハッピーでいることは大事
パパの役割では果たせないこともある
赤ちゃんや子供はママとつながってるから
ママもパパもスキンシップで全力で愛を注ぐ（8秒間抱きしめ法）
できる子前提で安全を確保して見守る



ステージ２で大切なこと
子供をフローの状態にいれること
夢中の状態にしてあげること
どんな事に夢中になるかを親が知ること
フロー状態に入ると五感覚がすっ飛ぶ！
フローの状態に入ると脳が物凄い発達します
爬虫類脳と哺乳類脳を発達させることが大事
月星座の表現をとにかくする
子供の話を全身全霊で聴くこと
できる子前提で教え育てていく見守る
とにかく安心安全な環境づくり



とにかくフロー状態に入らせる

僕が今おすすめしているのは・・・
スポーツなりアクティビティなことを何でもやらせてあげる
子供はいろんなことにハマります
フロー状態に入れば脳が発達するが・・・
例えばサッカーに夢中になってもサッカー選手になる必要はない
脳を育むために脳を発達させるための１つのツール



気をつけることは
子供に〇〇になって欲しい～！
ああなって欲しい！こうなって欲しい
期待である
期待＝依存
子供に対してあてにしているということ
フロー状態に入るのをそのまま見守ること



人生の縦軸と横軸
人生の縦軸はステージ理論
横軸が占星術
年齢域
星座ごとの成長度合いや発達度合い
（例）未熟な牡羊座さんと成熟した牡羊座さん
星座にもステージがある



占星術における年齢域
誕生〜7歳：月（感情、欲求、無意識）
7歳〜15歳：水星（知性、学習、言語、論理）
15歳〜25歳：金星（感受性、恋愛、楽しみ、青春）
25歳〜35歳：太陽（自我、目的意識、方向性の発見）
35歳〜45歳：火星（挑戦、目標実現、バリバリ仕事）
45歳〜57歳：木星（許容、拡大、報酬）
57歳〜70歳：土星（責任、物質化、秩序の構築）
70歳〜85歳：天王星（変革、共同体意識）
85歳〜：海王星（集合無意識との接続）
８５歳以降～：冥王星（覚醒）



親子のコアの星座を知ろう！
まずは親と子供の特徴や性質を星座から理解する
自分理解 → 相手理解 →相互理解

まずは『ホロスコープ』を出していく
ホロスコープとは生まれた時の宇宙の星模様を

　　平面上に表した図。
今日は実際にホロスコープを出しながら解説！



なぜ占星術なのか？
人間理解をするための究極なツールだから
生まれてからの成長過程やその人の人生のヒントがたくさん得られる
古代からずっと残り続けて愛されているものだからこそ
僕は一番信頼できる情報
宇宙や地球の法則や理から見ても納得が得られる
子供の人生の方向性や持って生まれた才能や資質
その子が苦手とするポイントなどなど
たくさんの事がより細かく詳細にわかるところが魅力



ホロスコープとは
• ある瞬間の太陽系の惑星の配置や
位置関係をチャートにしたもの

• その瞬間の宇宙の情報が
この円の中に凝縮されている

•個人の資質を分析する時に使うチャート

人格／性格／資質の“タネ”



人格の形成要因



自分と子供の月星座を知る
まずは自分の月星座を知る
どんな特徴があり欲求を満たしたいとか求めているのかを知る
自分なりに感じて分析してみるのもいい
子供の月星座を知り、理解する



子供のホロスコープからわかること
子供の本質的な特徴や性格や性質
子供の持って生まれた資質や才能
子供が無意識で根本的に求めたい欲求
母親との関係性
父親との関係性
両親からの愛の得方
無意識の性質
幼少期における環境はどういったものになるか
子供の苦手となり得るポイント
子供の持って生まれた潜在能力などなど



ホロスコープの“コア”
ホロスコープのコア

コアは次の３つの要素で構成される

太陽：意識して磨いて主体的に発揮していくべきエネルギーの方向性

月：本質的な欲求の方向性（常にこれを求める、満たすと幸せになれる）
ASC：他人から見た時の印象、ペルソナ（仮面）、パッケージ

　  こうありたいと思う自己像
この３つのパーツがどの星座の性質を帯びているかで大部分が読み取れる



幼少期はとにかく月星座！
幼少期は特に月星座が大事となる
土台となる部分
幼少期にどれだけ月星座を満たすかがポイント
ステージ１の時期は特に母親から月星座の欲求を満たされることが重要
なぜなら・・・



人間は１人で自立するのに時間がかかる
オギャーと生まれた瞬間
人間は他の動物と比べて自立するのにものすごく時間がかかる生き物
母親に気に入ってもらわなければ自分を育ててもらえない
ステージ１　赤ちゃんの最も大事なテーマは生きること死なないこと
１人では生きていけないから
自分を育ててくれるお母さんから気に入ってもらうために
まずは月星座の欲求を母親に求めて表現しようとする



月について その１
月：本質的な欲求を指し示すもの

「～がほしい」「～をしたい」「～でありたい」「～になりたい」

無意識、気質、感情、素の自分、無意識の反応パターンの傾向

無意識についやってしまう、常に求めてしまうこと

潜在意識レベルで自分が抱く欲求

無意識のうちにする反応

心の充足感を得るために何をすればいいか

恐れ、不安に基づく感情を満たすための欲求



親の月星座を理解していく
月はアクセルにもなればブレーキにもなる

月星座の特徴を知り満たしていく



各月星座愛情の育み方
月はあなたが親になった時の愛情の育み方も暗示している
あなたが子供時代にどこか母親にどんな思いや願いがあったのかがわかる
詳しくは第７回を参考にしてください。



・直感的に思い立った通りに行動したい
・未開拓領域を切り開きたい、重要な存在でありたい
・No.1になりたい、パイオニアになりたい

・五感を満たし、ありのままの実感を楽しみたい
・安全安心の領域を確保したい
・あるべき理想の状態を維持したい♊

・色々なことを見たい聴きたい知りたい体験したい
・好奇心を満たし、言葉や文章で伝えたい
・聡明で賢く才気煥発で情報通でありたい

・心の安定を確保したい
・気心知れた友人と楽しく過ごしたい
・特に家族内で感情的な安定を求める

・パフォーマンスで注目を集めたい
・情熱をドラマチックに表現したい
・尊敬され愛され賞賛されたい

・状況を正確に分析し効率よく問題を解決したい
・他人にとって役立つ有能な働き者でありたい
・慎み深く洞察豊かな職人でありたい

・人間関係のネットワークを広げたい
・他人を楽しませたい
・華やかで美しく公平で魅力的な人気者でありたい

・他人の心理を見抜き、コントロールしたい
・物事の裏に隠された秘密や謎を暴きたい
・何事にも動じず、深く重要で頼りになり、
　自給自足能力のある正しい人と思われたい

・未知の領域を冒険し、世界観を広げたい
・真理を探求したい、全体像を掴みたい
・自分の世界観や意見を尊重されたい

・無駄なく効率よく目標を達成し実利を得たい
・権力や権威性を獲得し、ステータスを高めたい
・進歩を管理し物事を実現したい

・世のため人のために社会の問題を解決したい
・常識を打ち破る革新的なアイデアを生み出したい
・社会的に重要な唯一無二の存在でありたい

・どこまでも夢やロマンを追求したい
・求められる役割を演じきりたい、尽くしたい
・無意識を感じ取り、クリエイティブに表現したい
・理想を認識し印象を理解し形のないものを扱いたい

12星座 × 月の欲求
牡羊座

牡牛座

双子座

蟹座

獅子座

乙女座

天秤座

蠍座

射手座

山羊座

水瓶座

魚座



牡羊座：一番で有りたい欲求・エネルギーを発散する欲求
牡牛座：現状を保つ欲求
双子座：コミュニケーションを行う欲求
蟹座：家庭における安心を求める欲求
獅子座：愛され讃えられる欲求
乙女座：正確さを求める欲求
天秤座：人からの人気や評価を求める欲求
蠍座：強く正しく意義深い存在として認められたい欲求
射手座：意見を尊重される欲求
山羊座：物事を実現させる欲求
水瓶座：社会的に重要な存在で有りたい欲求
魚座：感じて共感する欲求

月✕12星座の欲求一覧（子供編）



ステージ3 思春期 (思考）

ステージ３は思春期ぐらいの時期
思考のステージになる
人間の思考脳大脳新皮質が発達する
自己中心のステージで左脳が発達していく
爬虫類脳と哺乳類脳が阻害されることなく十分に発達していけば
思春期が早く来ることはあまりない。

３



ステージ3 思春期 (思考）
今現代で問題となるのが思春期がくるのが早い
現代は爬虫類脳と哺乳類脳をすべて発動させる教育ではないから
思春期が早まってる
原因は爬虫類脳と哺乳類脳が、うまく育ってない状態であるから
思春期は１０歳から１２歳ぐらいのところでくる
１２歳くらい以降でもいい
ステージ１と２を十二分に満たしてあげるのが大事
環境整備をして見守ることが親のすること

３



思考脳が発達する時期

思考脳が発達する時期
この時期にこれをクロスケで操らせるか
オリジナルでいるか
天と地の差があるが
その思考脳というのは想像できる脳だから
ステージ３で反抗期になるのはなぜ！？　→

３



ステージ３で反抗期になるのは・・・？

ステージ１の段階で爬虫類脳を思いっきり発動させてない
ステージ２で厳しく抑制してしまったか
その両方かどちらかっていうのが原因
もしかしたらクロスケになってしまっている



ステージ3 思春期 (思考）
ステージ３は人間脳（大脳新皮質）の部分
大人のことをものすごく冷めた目で見てます
親がこのステージで子供に対してやることをいい加減にやると
子供から見下される親になってしまいます
親はここでこそEQとSQとAQの見せ場！
ステージ２の時もステージ３の時に親が見せておくことは
かなり大きな影響を子供に与えることになる

３



IQ/EQ/SQ/AQとは

IQ＝知能指数
７割８割ある程度遺伝もあるらしい
遺伝しないものが、EQ,SQ,AQ
EQ＝感情指数
SQ＝社会貢献指数
AQ＝アクシデント指数



IQ/EQ/SQ/AQとは

IQ＝知能指数
７割８割ある程度遺伝もあるらしい
遺伝しないものが、EQ,SQ,AQ
EQ＝感情指数
SQ＝社会貢献指数
AQ＝アクシデント指数



８つの知性

子どもの８つの知性を理解すること
８つの知性を上手く発揮させていくこと
特に学びや知性は子どもの『水星星座』が関わる



ステージ3の時期の子供の特徴
ステージ２は次の日のことぐらいまでしか考えられない
ステージ３は、２日３日先のことぐらいまでは考えられる
原因と結果を考えないで短絡的な思考
後先を考えずにやっちゃいます！
先々のことを考えずに短絡的にやってしまうっていうのがステージ３
恥ずかしいというところを嫌がる
マズローの欲求の所属欲求のステージとなる
仲間を作ろうとする
所属の欲求で群れとかグループを作りたい！

３



パワー全開のステージ３の子供
ステージ３はエネルギーもパワーも前回
フローに入れるものがあるとそこを夢中になっていく
そこにエネルギー全開行くのですごく良い
フローに入れるものがなかったら・・・
エネルギーをパワーをどこに発散していいかわかんなくなる
バイクを走らせるみたいな
暴走族やヤンキーになってしまう
グレる子供達

３



ステージ３の子育て
太陽星座を上手く発揮させること
太陽と月星座＋個人の天体の星座が表れてくる時期
良い形で表れればステージ１・２は満たされている
わるい形で表れたらステージ１・２がまだ満たされていない
ステージ１と２が完全に満たされていたら
子供は自立していくことができる
フロー状態であればその星の要素を子供が勝手に使っていく

３



各ステージ事を満たす
人はほっておいてもステージ４まではいく
肉体的にも精神的にも成長はし続けるもの
一番大事なのは各ステージごとを満たしていくこと
各ステージごとに欠落がないようにしていくこと
特にステージ１と２が土台となる時期
幼少期から学童期までは満たし続けていくこと
ステージ１～３での親の関わり方がその後の人生を決める
親自身もステージが満たされていない場合は満たしていく必要がある
何よりも大事なのは子供に対するあり方　→



ステージ１への関わり方が重要
ステージ２への関わり方が重要
愛と共感が重要

子どもそのままをありのまま無条件の愛で受け止める

『愛されている』という感覚が必要なのYO！

母親との関係



大丈夫だよ！！

愛してるよ！！

よく頑張ったね！

やってもいいよ！



父親との関係

ステージ３への関わり方
ステージ２への関わり方
自己表現力を満たしてあげること
子どもの世界観を尊重

※７歳以降からは特に父親との関係が大事！



お前ならできる！！

やればできる！！

父さんは信じてる！！

かっこいいね！！

お前はすごいよ！！

パパにとってのお前は
自慢の息子だし！
誇りに思っているんだよ！



お前ならできる！！

やればできる！！

父さんは信じてる！！

かわいいね！！

お前はすごいよ！！

パパにとってのお前は
自慢の娘だし！
誇りに思っているんだよ！



太陽星座が何より最重要
ステージ３はとにかく太陽星座を上手く発揮できるようにしていく
ステージ３（小学生～大学生）くらいまで上手く発揮できると
ステージ４とステージ５をどんどんクリアーできていく
最終的に大事なのは太陽星座
太陽星座を輝かせること
太陽は占星術では『命を与えるもの』
自分の命を燃やし続けること
太陽星座を発揮することがよりあなたの人生の方向を導いてくれる



太陽星座が何より最重要

発揮するべきエネルギー
太陽のエネルギー＝本質的なエネルギー
自己実現において、行動において最も重要！
自分の人生の目的を探す上で重要な星座
自分の強みを発見して、磨いていくうえで最大のヒントが得られる
強みは磨けば磨くほど才能になる
まずは、自分の『太陽星座』をチェックする



象徴される最も重要なキーワード

太陽に位置する星座によってエネルギーが違う
太陽星座はあなたの強みを知るポイント
ここを磨けば磨くほど誰にも負けない武器になる
ほとんどの人が当たり前に使っていて自覚できていない
自分の誰にも負けない自分ならではの武器をつくれる（無意識で使っている）
自分の持って生まれた武器は何かを知る
自分の強みを太陽星座から読み解き探していく

本質的なエネルギー



太陽について１
自己表現の手段
物語の主人公であり人生の目的
例）魔王を倒して世界に平和をもたらす勇者
例）革新的な技術を発見して世界を夜明けに導く科学者
例）豊かで幸せな家庭を守るたくましい母親
「～の人」「～である」という部分
社会的なアイデンティティー



太陽について２
ホロスコープで最も大きな影響を持つ主人公
創造性や個性を大いに発揮できる分野
太陽の存在するハウスに関する事柄はその人の生涯を通じ重要になる
魂にとっては、今生。創造性を発揮し、自己表現する部分
自分の存在価値を示したり、能力を発揮するための方法



太陽について３
当たり前にできること、無意識にやっていること、他人からよく任されること
当たり前であるがゆえに得意であるという自覚がない
「できるのが当たり前」「みんな当たり前にやってるでしょ？」「あれ？こんな簡単なことができない
の？」
「あなたは当たり前だと思っているかもしれないけど、それ当たり前じゃないですよ？」
「言われてみれば確かに難なくできるけど」「これくらい普通でしょ」
他人と比較したり他人から評価されることでようやく認識できる
訓練や努力なしにある程度の事ができてしまう、いわゆる才能やセンスがある得意分野（の方向性）
能動的に発揮される性質のため、自分で意識して使わないと強みとしては活かされない



太陽について４

才能の方向性（それをやることが好きかどうかは別）
太陽星座の要素を意識的に磨いていくと強みになる
他の星座に比べて少ないコストで成長が見込める領域
無自覚ゆえに磨かれず強みとして育っていない場合もある
太陽の持ち味を活かせない環境にいる場合は持ち腐れになる
健全な形で発揮できていないと心身の不調を引き起こす



太陽について５

才能はスタートダッシュの有利さであり「上手くできる」レベル
才能を磨いてスキルにすることでようやく武器になる
例：ピアノの才能があっても訓練しなければプロにはなれない
陽のエネルギーを使って他者に貢献することが人生のテーマである役割
究極の成功法則＝「太陽」になる
太陽は「なりたい自分」になるための方法
太陽星座は自分がより輝く方法を伝えている



12星座 × 太陽のエネルギー
牡羊座

・先頭に立ち力を振るうエネルギー
・思ったことをすぐに実行する力

牡牛座
・建設し維持するエネルギー
・完成に向けてコツコツと継続する力
・元々持っているものを洗練する力

双子座

・多様化させコミュニケートするエネルギー
・情報交換をし多様化させる力
・興味深い情報を面白く伝える力

蟹座

・安全を作り出すエネルギー
・心の安定を作ろうとする力

獅子座
・認知されるエネルギー
・ブレずに理想を追い続ける力
・注目を集める力

乙女座
・洗練し区別をするエネルギー
・他人のために役立つ力

天秤座
・喜ばせ評価を得るエネルギー
・他人の立場に立ち人を引きつける力
・公平さと社交力で人を引きつける力

・知ることでコントロールし深きを測り
　高みに登るエネルギー
・他人の心の動きを認識する力

蠍座

射手座

・真理に関する自己主張をして他人の世界観に
　影響を与えるエネルギー
・多くの人々の世界観に影響する力
・今ここにないものを求め世界を広げる力

山羊座

・戦略を立て資源を采配する野心のエネルギー
・組織活動を管理運営する力

水瓶座
・みんなのために他人と共に革新し
　知性化するエネルギー
・組織や社会の改革を進める力

・人々の気持ちや雰囲気を読む力
・感じて理解して犠牲になるエネルギー

魚座



太陽牡羊座について

太陽は本質的なエネルギー
太陽牡羊座のエネルギーは、

・先頭に立ち力を振るうエネルギー
・思ったことをすぐに実行する力



太陽が持つ意志力やバイタリティといった性質が牡羊座のパワフルさと
融合して十二分にエネルギーが発揮される配置です。

確固とした自我があり、行動力に優れているので好む好まないは別として
リーダーポジションを任される傾向にあります。
火星と深い結び付きを持つ牡羊座は、強い闘争心や前人未到の境地を切り開く
開拓者のエネルギーを持っています。

その性質が色濃く出ると、とにかく頂点をめざし、「No.1」を獲得する事に対しての
強いパッションと成功や達成への強い願望が現れるでしょう。

勇気があり、決断力に優れ、行動もかなりスピーディです。
しかし、このような性質のマイナス面として、やたらせっかちで気が短くてケンカっ早く、
意地っ張りで攻撃的な部分があります。攻めには強く守りに弱いのも特徴です。

ビジネスにおいては後方支援の役割よりも先頭に立って切り開いていく
ポジションを任されると力を発揮するでしょう。

太陽牡羊座の特徴と傾向



太陽は本質的なエネルギー
太陽牡牛座のエネルギーは、

・完成に向けてコツコツと継続する力
・元々持っているものを洗練する力
・建設し維持するエネルギー

太陽牡牛座について



一見するとおっとりしていて柔和な雰囲気。
確固たる芯を持つ強情な一面もある。

忍耐力と継続力に優れ、スピードはありませんが
やる事には確実性があります。

腰が重く変化を好まない傾向にあり、何事にも慎重な態度でのぞみます。
牡牛座の持つ最大の強みはその持続力であり、苦もなく同じ事を続けられる人が多いです。

先手を打っていく攻撃力というよりも強固な抵抗力という形でその威力を発揮します。
快楽の追求や美的感性なども牡牛座の特徴です。

変化の少ない安楽な生活を望む傾向にあり五感を満たす享楽に溺れやすいです。

弱点は物欲・所有欲が強く、本能的な欲求に意志が負けやすく誘惑に乗りやすいこと。

ビジネスや投資に興味をもつ一方、美術や音楽など芸術方面にも魅了される人も。

太陽牡牛座の特徴と傾向



太陽は本質的なエネルギー
太陽双子座のエネルギーは、

・情報交換をし多様化させる力
・興味深い情報を面白く伝える力
・多様化させコミュニケートするエネルギー

太陽双子座について



一基本的に好奇心が強く、幅広く色んな方向にアンテナを張って情報を収集します。

思考を司る水星の影響を強く受けているので、モノの「違い」を認識する能力が高いです。

たえず情報収集しながら幅広い経験を求めます。

その動機は純粋に「知りたい」という知的欲求。
知ったこと、学んだこと、経験したことをネタに書いたり話したりして
コミュニケーションを行っていく事にパッションを持ちます。

性格的な特徴は知的でクールかつ二面性があること。

興味の対象に夢中になっている時でも、心の中ではどこか冷めた面も同居しています。

何事も広く浅くになりがちで、持続力に欠け、ノウハウコレクターになりやすいのが弱点。

太陽双子座の特徴と傾向



太陽蟹座について

・太陽は本質的なエネルギー
太陽かに座のエネルギーは、

・心の安定を作ろうとする力
・安全を作り出すエネルギー



自分を取り巻く環境の変化や、周りの人の感情、
雰囲気を敏感に察知する強い感受性の持ち主です。
繊細なハートを守るために自己防衛本能が発達しており、
初対面や付き合いが浅い人にはなかなか心を開かない傾向にあります。

月を守護星とする蟹座に太陽があるのでエゴのパワーを全面に出すことは少ないです。

「保護されたい」「守られたい」という気持ちが強く、居心地のよい場所や家族、
親しい友人には特に強い愛着を持ちます。

仲間を守ったり育てたり面倒を見たりという母性的なエネルギーを上手に活用すれば
安心できる居心地の良いコミュニティを構築していくことができるでしょう。

豊かな感受性や想像力を上手く使えばクリエイターやストーリーテラーとして
能力を発揮しますが、マイナス方向に働くと心配性で情緒不安定な人になります。

太陽蟹座の特徴と傾向



太陽獅子座について

・太陽は本質的なエネルギー
太陽しし座のエネルギーは、

・ブレずに理想を追い続ける力
・注目を集める力
・認知されるエネルギー



獅子座は太陽の本来の位置という事もあり、この配置の太陽はそのエネルギーを最大限に発揮する事になります。

自己顕示欲が強く、目立ちたがりで人目を引くパフォーマンスを行ったりする人も。

好む好まないは別として、人の上に立つ素質がありなぜかリーダーポジションを任される人が多いです。

堂々とした立ち振舞や寛容さなどが無意識レベルで現れた結果でしょう。

ただし、生まれつき自信に充ちているわけではなく、
「認めてもらいたい」という強烈な願望が太陽獅子座の人を派手な行動に走らせます。

プライドが高く、見栄っ張りでええカッコしいなところが弱点として足を引っ張るケースが多いです。
性格は大胆率直で面倒見のよい親分肌。

正義感が強く、自分の考えや意見を主張していくことにためらいがありません。
クリエイティビティにも恵まれておりドラマティックな生き方や表現を好みます。
欠点はおだてられるとすぐ有頂天になったり独裁的で独善的で負けを認めない頑固さと
むやみに高いプライドなどです。

太陽獅子座の特徴と傾向



太陽乙女座について
・太陽は本質的なエネルギー

太陽乙女座のエネルギーは

・洗練し区別するエネルギー
・他人のために役立つ力



デリケートでこまやかな神経を備えており、基本的には几帳面で整理整頓タイプの
要素が強く現れる傾向にあります。

分析能力や批判精神が発達しており、問題の発見や具体的な解決策の立案が得意です。

ただし、この性質が極端に現れてしまうと、他人のアラ探しばかりをするようになり
批判がましい人として敬遠されることも。

完璧主義な部分が強く、仕事においては細部まで徹底的に拘る職人気質の人も多いです。

勤勉で実務能力が高く、コンサルタントや秘書などのサポート的な役割に適しています。

乙女座特有の潔癖性は、適当な近道をしたりいいかげんな手抜きをする事を許さず、

何事をも自分が考える正しい方法で行なおっていこうとする心の表れです。

心身共に敏感体質で、日常の生活スタイルや食生活が乱れるとバランスを崩しがちです。

太陽乙女座の特徴と傾向



太陽天秤座について

・太陽は本質的なエネルギー
太陽天秤座のエネルギーは、

・他人の立場に立ち人を引きつける力
・喜ばせ評価を得るエネルギー
・公平さと社交力で人を引きつける力



社交的で礼儀正しく、品性を重んじる性格でコミュニケーションも上手な人が多いです。

風の星座特有の客観性とクールさを持ち、思考と感情のバランスを取るのが得意。

自我や自己表現を司る太陽が、人とのつながりや調和を大切にする天秤座に位置する人は
「自分はこうしたいけど、相手の立場もあるし」と考えて
葛藤やジレンマを感じることも多いです。

自分のしたい事と、周りが自分に期待する事のバランスを取ることが課題となるでしょう。

美や芸術を愛する優雅でおしゃれ好きな人です。
欠点は八方美人、ナマケ癖、優柔不断なところ。

人生を前に勧めていくためには人間関係が大きなテーマになります。

太陽天秤座の特徴と傾向



太陽天秤座について

・太陽は本質的なエネルギー
太陽天秤座のエネルギーは、

・他人の立場に立ち人を引きつける力
・喜ばせ評価を得るエネルギー
・公平さと社交力で人を引きつける力



社交的で礼儀正しく、品性を重んじる性格でコミュニケーションも上手な人が多いです。

風の星座特有の客観性とクールさを持ち、思考と感情のバランスを取るのが得意。

自我や自己表現を司る太陽が、人とのつながりや調和を大切にする天秤座に位置する人は
「自分はこうしたいけど、相手の立場もあるし」と考えて
葛藤やジレンマを感じることも多いです。

自分のしたい事と、周りが自分に期待する事のバランスを取ることが課題となるでしょう。

美や芸術を愛する優雅でおしゃれ好きな人です。
欠点は八方美人、ナマケ癖、優柔不断なところ。

人生を前に勧めていくためには人間関係が大きなテーマになります。

太陽天秤座の特徴と傾向



太陽蠍座について
・太陽は本質的なエネルギー
太陽蠍座のエネルギーは、

・知ることでコントロールし深きを測り
　高みに登るエネルギー
・他人の心の動きを認識する力



蠍座は莫大な感情のエネルギーと、それをコントロールする強靭な精神力を
併せ持っています。強い目的意識を持ち、類いまれな集中力と
忍耐力で目標達成に向けてブレずに進みます。

はち切れんばかりの激しい感情を持ちますが、強靭な精神力でコントロールしているので、
表面的にはどこか超然としたミステリアスな空気をまとっている人が多いです。

秘密主義の傾向が強く、うちに秘めた欲望や感情の激しさは表に出すことはなく、

腹を割って本音を人に話すことは少ないです。

研究心や探究心が旺盛であり、人の心の裏側や物事の核心を見通す深い洞察力が武器です。

欠点は猜疑心が強く、強情で嫉妬深いところ。
精神力は強いですが、限界がないわけではないので溜め込みすぎて
爆発しないように注意が必要。

太陽蠍座の特徴と傾向



太陽射手座について
太陽は本質的なエネルギー
太陽射手座のエネルギーは、

・多くの人々の世界観に影響する力
・今ここにないものを求め世界を広げる力
・真理に関する自己主張をして他人の世界観に
　影響を与えるエネルギー



基本的に陽気で楽天的な性格の持ち主です。

理想主義の傾向が強く、未来に対して常に発展的なヴィジョンを思い描いています。

一見すると「今が楽しければいい」という刹那的な快楽主義者に見られることもありますが、
心の中では高尚な思想や深遠なテーマについて思考を巡らせている事も多いです。

射手座のエネルギーは、絶えず未知なる何かを追い求め、世界観の拡張を求めます。

それゆえ、未知の領域を探る哲学や宗教、海外旅行や冒険の旅などにも心魅かれます。

活発でスポーツを好む人も多いです。

欠点が強く出ると、 楽天性は誇大妄想となり、無責任な行動が目立つことになります。

熱しやすく冷めやすい部分や、落ちつきがなく持続力に欠ける点にも注意が必要です。

太陽射手座の特徴と傾向



太陽山羊座について

太陽は本質的なエネルギー
太陽山羊座のエネルギーは、

・組織活動を管理運営する力
・戦略を立て資源を采配する野心のエネルギー



責任感や倫理観が強く、生真面目といわれるのは
自分なりの善悪の基準に忠実だからでしょう。

「仕事の管理人」とも呼ばれる土星と強く結びついている山羊座は、
自分の仕事に対する社会的な評価が気になる星座です。

強い野心と上昇志向を持ち、ストイックにビジネスに取り組む人も多いです。

「結果を生み出さない努力はするだけムダ」というような、
極めて合理的かつドライな考え方をする人もいます。

革新的な新しいものよりも歴史や伝統がしっかりしたモノを好む傾向にあります。

思索的で孤独に強く、凝り性な面もあります。
欠点は他人に厳しすぎる点や、人生を悲観的に考えすぎるところです。

太陽山羊座の特徴と傾向



太陽水瓶座について

太陽は本質的なエネルギー
太陽水瓶座のエネルギーは、

・組織や社会の改革を進める力
・みんなのために他人と共に革新し知性化するエネルギー



水瓶座の特徴は、「個性」に対する尊重と人間性の理解にあります。

誰に対しても友好的かつクールで、人間関係はフラットな付き合いが多いです。

水瓶座の自我は、自分だけを高く評価したり、自己中心的になるのを望まないからです。

博愛主義者の顔を持ち、困っている人や社会問題を放っておけないと言う部分も。

考え方は非常に論理的かつ合理的で、理屈っぽく原因や理由を追求しようとします。

確固とした考えを持ち、ちょっとやそっとでは自分の考えを改めない頑固さもあります。

独創性が特徴で、既存の枠に囚われない自由な発想を生み出すのも得意です。
ただ、突拍子もないアイデアを出すことで変わり者や偏屈な人と見られることもあります。

個を重んじる事もあってか団体行動は苦手です。

お金や名誉よりも精神の自由を重視します。欠点は強調性のなさや頑固さ、足元の現実をおろそかにしがちな点。

太陽水瓶座の特徴と傾向



太陽魚座について

太陽は本質的なエネルギー
太陽魚座のエネルギーは、

・人々の気持ちや雰囲気を読む力
・感じて理解して犠牲になるエネルギー



目に見えるものよりも目に見えないものを好みスピリチュアルなものやロマンを感じられる
対象に強い興味を持つ傾向にあります。

魚座の支配星である海王星には、
「自我から開放され自由になりたい」欲求があります。

その影響からか、魚座の人はロマンティックな夢想家や神秘主義者だと捉えられたり、
フワフワした人だと思われることも。

自分と他人をハッキリ分けるはずの自我機能が海王星の影響で揺さぶられ枠が無くなるので
良くも悪くも人の影響を受けやすい体質です。

共感力や想像力、クリエイティビティが魚座の武器であり、上手く使いこなせば
時代を表現するクリエイターになれるでしょう。
純粋なものに憧れながら、その一方で世俗的な世界にまみれやすいのも特徴です。

意志が弱く、金銭感覚に欠けたり、異性関係やお酒、ギャンブルなどに
溺れがちな部分や現実逃避しがちな傾向がが欠点です。

太陽魚座の特徴と傾向



太陽のワーク
自分の太陽エネルギーがどんな場面で発揮されているか？

発揮した経験があるか？

太陽エネルギー✖過去・現在・未来

過去：どのように発揮した経験があるか？

現在：今はどれくらい発揮できているか？

未来：これからどのように発揮していくのか？


